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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

営農再開地域では、⿃獣被害対策が不可⽋であるが、農業者個⼈での対策には限界がある。
そこで、集落における⿃獣被害の状況や課題を整理し、集落住⺠と共有を図ったところ、⿃獣
被害対策に関する意識醸成につながった。 
                                                

（１） 集落環境調査により野⽣動物の出没、⿃獣被害対策、誘引物の状況を明らかにし、⿃獣被害
を防⽌する上での課題を整理する（表 1）。 

（２） 野⽣動物の出没状況や被害について、動画や具体的な⽇時の提⽰、現地確認等により集落住
⺠と情報共有する。 

（３） ⿃獣被害の状況と課題について、意⾒交換を⾏い、短期的、⻑中期的な活動を決めることで、
⿃獣被害対策に関する集落住⺠の意識醸成につながる（表 2）。 

 
２ 期待される効果 

（１） 市町村や県の⿃獣被害担当者等が、集落環境調査の結果を活⽤して⿃獣被害対策を推進で
きる。 

 
３ 活⽤上の留意点 

（１） ⿃獣被害対策は、専⾨家の意⾒等も踏まえて、効果的な対策を実施する。 
（２） ⿃獣被害対策の課題は、集落により異なるので対象集落毎に課題を明確にする。 
（３） 集落環境調査は、「避難指⽰区域における有害⿃獣⽣息状況調査に基づく被害防⽌対策パッ

ケージ実施体制整備⽀援」等を活⽤する。 
 
 
 



 

Ⅱ 具体的データ等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ その他 
１ 執筆者         ⼩野 司 

２ 実施期間        令和 2 年度 
３ 主な参考⽂献・資料  なし 

表 2 ⿃獣被害を防⽌する上での課題と対応⽅法に関する住⺠の意⾒ 

表１ 集落環境調査で明らかになった集落の状況 


